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茨木市
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１．取り組みの概要



●茨木市総合交通戦略（令和７年３月改定予定）の考え

１－１．上位計画の整理状況 3

●茨木市都市計画マスタープラン（令和７年３月改定予定）の考え

・都市計画マスタープランにおいて、本市中心市街地の目指す方向性やプロジェクトを整理。総合交通戦略において、プロジェクトの具体的な内容を整理。
→両計画で、これまでの「クルマ中心」から、「ひと中心」のまちなか形成に向け、道路空間の再配分に取り組むことを記載。

第



１－２．中央通り側道の空間再編に向けた検討の概要

●令和５年度の取り組みを踏まえた問題点と課題（ミッション）

●側道の空間再編に向けた取り組みのイメージ

側道の
自歩道化

“ひと中心の茨木まちなか”の実現に向けた
パイロット事業（先導的役割）としての取り組み

歩行者・自転車の安全性確保

魅力的な空間のモデル整備

沿道ポテンシャルの発揮

沿道事業者
の機運醸成

“ひと中心の茨木まちなか”の

可視化

共感と “実感”につなげる

“ひと中心の茨木まちなか”の実現に向けた
本格的な取り組み

先行区間
での

交通社会
実験

先行区間
の整備

to be continue…

側道の自歩道化に向けて必要なSTEPのイメージ

・諸条件の整理

・市内部の方向性整理

・関係者や関係機関の整理

・幅員構成や交通処理イメージの作成

・茨木土木・警察の感触掴み

（道路移管、交通規制、社会実験等）

・地元意向の確認

・交通社会実験の企画

・設計

・地元周知

・交通社会実験の実施

第２期
交通社会
実験

第２期
区間の
整備

・空間整備
→ → →

※２～３年での実現を想定

対象区間

あちゅ

つかはら
花園

Brick
太陽堂
薬局

長沢ビル 長沢ビル

すぱいすに
きいてみた

STOMP 一音 BAR
TANAHASHI

石川
ビル 晴れ屋

ハポ
ロコ

STEP1 STEP2 STEP3 STEP4

中央通り（ＪＲｱﾝﾀﾞｰﾊﾟｽ～高橋交差点）

②

中島ビル

③

②
延長：約70m

・都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ、中心市街地活性化基本計画、総合交通戦略の改定に着手し、中心市街地のまちづくりの方向性として「ひと中心」に向けた考えを整理。（各計画Ｒ６年度末改定予定）

・みちクル社会実験などを通して、将来的な空間の可視化に取り組みながら、中央通り・東西通りのｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝを策定し、沿道事業者等と通りの将来像を共有。
・ひと中心の茨木まちなかづくりのコンセプトを「手をつないで歩きたい、茨木まちなか」とし、市民と価値観の共有に向けた取り組みを展開。
・東西軸（中央通り・東西通り）一方通行化の実現可能性検討に向け、中心市街地周辺の交通量推計により一方通行化の状況をシミュレーション。

問題
・中心市街地全体を見ても、自動車交通の為に空間を使っている割合が高く、「ひと中心」の空間は少ない。
・歩道の狭い所を自転車歩行者が混在しており、安全に歩けないし、自転車も快適には走れない。
・アーケードや道路空間（街路灯、舗装、側溝など）、個々の建物が老朽化していることによって、JR茨木駅前商店街エリアのポテンシャルを最大限活かせていない。

スタイル０１

ぶらぶら歩くと新
しい発見がある

スタイル０２

自転車でも
のんびり過ごせる

スタイル０３

日常的に四季の変化
を感じられる

スタイル０４

このまちにしかない
ものがある

スタイル０５

夜のいいにぎわい
を感じる

スタイル０６

思い思いに過ごせ
る場所がある

スタイル０７

みんなで考え育て
る場所がある

スタイル０８

気軽にチャレンジ
ができる

スタイル０９

愛を持ってまちな
かを応援する

スタイル１０

いろんな人に紹介
したくなる

スタイル０１

ぶらぶら歩くと新
しい発見がある

スタイル０２

自転車でも
のんびり過ごせる

スタイル０３

日常的に四季の変化
を感じられる

スタイル０４

このまちにしかない
ものがある

スタイル０５

夜のいいにぎわい
を感じる

スタイル０６

思い思いに過ごせ
る場所がある

スタイル０７

みんなで考え育て
る場所がある

スタイル０８

気軽にチャレンジ
ができる

スタイル０９

愛を持ってまちな
かを応援する

スタイル１０

いろんな人に紹介
したくなる

中央通り将来イメージみちリノ社会実験の様子

いばらき×立命館DAY
2024

立命館大学OIC

2024.5.17

●みちリノ社会実験（R5.11） ●ｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定（R6.3） ●ひと中心のまちなかに向けたｺﾝｾﾌﾟﾄﾌﾞｯｸの作成と市民との共有（R6.3～）

府道側道（みちリノ実施区間の約70m）をひと中心（歩行者・自転車中心）の空間に変えるところから検討をスタートさせたい。

空間再編への考えや将来イメージ、スケジュール感を丁寧に市民と共有し、
実際にひと中心の空間を感じてもらう●今後数年間で検討していきたい内容

自
転
車

滞
在
や
交
流

＋
歩
行
者

③

①

①
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●本線の空間再編に向けた取り組みのイメージ



トライアルに着手

１－３．東西軸ストリートデザインガイドラインに示す全体スケジュール 5



Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５
Ｒ６(2024)年度 Ｒ７(2025)年度 Ｒ８(2026)年度 Ｒ９(2027)年度 Ｒ１０(2028)年度 Ｒ１１(2029)年度
上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期

1
GL

東西軸ｽﾄﾘｰﾄﾃﾞｻﾞｲﾝｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

2 ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ策定に向けたWS・社会実験

3

ひ
と
中
心
の
ま
ち
な
か
に
向
け
た
中
央
通
り
側
道
の
空
間
再
編
検
討

商店街沿道との機運醸成の取組
あした会議

4
方向性
の整理

・目標設定

・府道管理(移管or認定)

・最終形(暫定or本整備)

5
諸条件
の整理

・交通量

・現状幅員

・道路附属物

・沿道出入、歩道橋接続

6
関係者の整理・頭出し
（関係機関、商店街など）

7
空間のあり方検討など

（幅員構成や交通処理イメージ）

8 社会実験①

案の作成

茨土・警察協議

実施

9 
幅員構成や交通処理の修正／設計

（仮）まちづくり協議会の設立・運営支援

10 社会実験②

案の作成

茨土・警察協議

実施

11 設計の修正、実施設計

12 整備

13 供用開始

14 本
線

ひと中心の道路空間検討

15 （仮）基本計画の策定

２週間の交通社会実験
＋

休日の利活用イベント
を想定

Ｒ７社会実験のﾌﾞﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ
＋

魅力的な空間の追求
を想定

R11,R12の2ヶ年？

WSや社会実験

策定

ＷＳ みちクル みちリノ

本線の協議・検討を
踏まえた側道部の検討

ひと中心の道路空間に向けた概略検討

R10あたりから、
本線の検討を本格化

１－４．中央通り側道の空間再編に向けたスケジュール（案） 6

令和７年度 業務委託内容イメージ
■モデル区間における魅力的な空間の検討
■社会実験の企画・運営
・社会実験案の作成
・関係機関協議資料の作成
・社会実験実施の支援
・社会実験記録の作成
・社会実験振り返り

■多様な主体との共創による空間形成に向けた協議
・沿道事業者との話し合いの場の構築
・話し合いの場の運営支援

■その他



4, 16%

17, 68%

2, 8%

0, 0%
2, 8%

商店街南側の側道を歩行者と自転車が中心になる道に変え

ることへのご意見をお聞かせ下さい。

大変良い 良い 好ましくない 困る その他

１－５．沿道事業者へのアンケート結果

●沿道事業者（ＪＲ駅前商店会加入事業者）へのアンケート

■回答期間：令和６年11月下旬 ～ 令和６年12月下旬

●「好ましくない」と回答した理由
・荷捌きのスペースが必要。本線部分に出づらい時がある。
・開催場所が限られるので全体のピーアールに欠ける。

→荷捌きスペースの確保など、丁寧に議論・調整して
いくことが必要。

→側道部のみでなく、より本線部での実施などを希望。

●「その他」回答者の意見
・短期的でなく、長期的なとりくみ
→イベント的な取組ではなく、日常的な取組にしてほしい

との主旨。

取組に対して、回答者の84％が賛同。

■回収率・回答者属性
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や
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介
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で
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の
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情
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発
信
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先
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を
活
用
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ベ
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の
案
内
板
の
製
作
・設
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共
通
の
ロ
ゴ
作
り

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
開
催

側
道
部
分
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト

そ
の
他

この商店街エリアがより楽しく、面白くなるために、やってみたい、

やってみたらいいと思うことをすべて選んでください。

13 13
12

7 7
6 6

4
3

2

0
0

2

4

6

8

10

12

14

色
ん
な
お
店
が
あ
っ
て
、
ぶ
ら
ぶ
ら
で
き
る
エ
リ

ア

仕
事
終
わ
り
の
人
が
集
ま
る
エ
リ
ア

お
店
の
外
か
ら
も
賑
わ
い
を
感
じ
る
エ
リ
ア

定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
る
エ
リ
ア

学
生
も
気
軽
に
立
ち
寄
る
エ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
に
こ
だ
わ
っ
た
お
し
ゃ
れ
な
エ
リ
ア

レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
が
あ
る
エ
リ
ア

子
育
て
層
や
親
子
連
れ
が
集
ま
る
エ
リ
ア

昼
夜
問
わ
ず
、
お
酒
が
飲
め
る
エ
リ
ア

落
ち
つ
き
が
あ
る
隠
れ
家
の
よ
う
な
エ
リ
ア

そ
の
他

この商店街エリアを将来どのようなエリアにしたい、または、なったら

いいと思いますか。当てはまる番号を５つまで、選んでください。
【設問】この商店街エリアを将来どのようなエリアにしたい、または、なったらい

いと思いますか。
【設問】この商店街エリアがより楽しく、面白くなるために、やってみたい、やっ

てみたらいいと思うこと。

【設問】商店街南側の側道を歩行者と自転車が中心になる道に変えることについて

4

17

2

0
2

商店街南側の側道を歩行者と自転車が中心になる道に変え

ることへのご意見をお聞かせ下さい。

大変良い 良い 好ましくない 困る その他n=25

n=25（５つまで選択可） n=25（当てはまる項目、すべて選択可）

大変良い・良い：84％
14

11

飲食店 その他

12

13

北側事業者 南側事業者

n=25 n=25

25, 

68%

2, 

5%

10, 

27%

回答済み 回答しない 未回答

25, 

68%

2, 

5%

10, 

27%

回答済み 回答しない 未回答
・回答者の属性は、飲食店がやや多い。
・中央通りの北・南ではほぼ半数ずつからの
回答となった。

■業種 ■箇所

・ＪＲ駅前商店会に加入している事業者37件に配布。
・配布したうち、25件が回答。（２件回答しないとの返事・１０件未回収）
・回収率は、約7割（68％）と高い。
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２．本線部の検討状況

※あくまでＲ７年２月時点での検討内容であり、警察や大阪府

との協議・調整等により、内容を変更します。

※側道部の空間については、本線部の空間のあり方に応じて、変

更が生じる可能性があります。



市役所前線
Ｒ10公園化

養精中学校前

中央通り一方通行化（案）のイメージ

高橋

消防本部前

駅前一丁目

２－１ 本線部（先行区間）の空間再編までの流れ と 一方通行化のイメージ

●本線を踏まえた側道部の空間再編検討の流れ

・東向き車両の右折は不可となる。
・西向き直進の交通がなくなることで、

北上する車両の左折はフリー。

※関係機関との協議・調整（随時実施）
・設計内容や交通規制、将来の管理等
・社会実験内容や道路占用・道路使用に関する協議

・実験結果を反映
・複数回、複数年
の実施を予定

駅前太中線
Ｒ8整備予定

①

②

・八尾茨木線を北上する車両はフリー。
・阪急線路沿いを南下する車両や枚方茨
木線を西進する車両は左折のみ。

舟木町舟木町西
西中条町北 東中条町

別院町南

・交通流動の変化を踏まえた幅員構成案の作成
自転車走行空間の選定
緊急車両の走行空間の確保

・交通流動の変化を踏まえた周辺への影響確認
旅行速度・時間の変化
渋滞箇所の確認
接続路線の影響等

・一方通行化による交通流動の変化の確認（交通量推計）

・想定される将来交通体系（一方通行化）案の作成（右図参照）

・将来の本線部の構成を踏まえた、側道部の空間再編案の作成

・側道部での社会実験案の作成

・社会実験の実施

・詳細設計

・側道部における空間再編の実施（整備）

・本線部先行区間の具体的な検討へ

①駅前一丁目交差点の交通流動

駅前一丁目

②阪急茨木市駅北側の交通流動

：現時点、想定している一方通行化区間

9

・本線部分の最終形を見据え、側道部の空間検討を進めていく。
・本線を一方通行化した際の交通の影響について、整理を始める。
・特に道路管理者である大阪府とは密に連携し、取組を進める。

●警察や道路管理者（府）との意見交換を踏まえた検討の進め方



参考：交通量推計結果①

整備パターン 概要

パターン⓪
（都）駅前太中線（養精中学校前～東中条町）が供用・市道市役所前線を廃道した状況であ
り、これを各整備パターンの交通量増減の比較対象とする。

パターン① JR茨木駅東口～中央通り（高橋交差点）までを一方通行化
パターン② JR茨木駅東口～中央通り（仮）別院交差点までを一方通行化
パターン③ JR茨木駅東口～阪急茨木市駅西口、(仮)別院～別院町南、(仮)市駅東西～舟木町を一方通行化

●検討パターン
左図の現況再現を行ったモデルをベースとして、各整備パターンの交通量推計を行った。
＜検討パターンの概説＞

現況再現（H27）：交通量

相関係数：0.99

パターン①

養精中学校前 高橋駅前一丁目

市役所前線
→廃道駅前太中線

パターン②

パターン③

市役所前線
→廃道駅前太中線

市役所前線
→廃道駅前太中線

現況再現（H27）：混雑度

養精中学校前 高橋駅前一丁目
(仮)別院

東中条町

東中条町

養精中学校前 高橋

消防本部前

駅前一丁目

舟木町別院町南

(仮)別院

(仮)永代町 (仮)市駅東西

東中条町

121～134

72～80

71～88

325

64

219

238

102

105～107

232

112

98～109

43

43

181～188

184～186

119～121

112

72～74

286

66

52～53

165

129

115～126

167～169

195～197

105～113
77～90

149～158

106～111

135～140

1.42

1.49

1.51

1.63

1.65

1.53
1.45

1.28

1.3

1.32

1.1

1.18

1.12
1.05

1.0
2.17

1.91

1.17

1.23

1.24

高橋

舟木町

(仮)永代町

新庄ガード南 1.25

駅前一丁目

パターン⓪

養精中学校前 高橋駅前一丁目

市役所前線
→廃道駅前太中線

10



参考：交通量推計結果②

パターン⓪:交通量

パターン⓪:混雑度

パターン⓪:交通量増減

パターン①:交通量

パターン①:混雑度

パターン①:交通量増減

1.41

1.48

1.5

1.62

1.65

1.59

1.53

1.28

1.3

1.32

1.11

1.18

1.12
1.05 0.99

2.16

1.9

1.16

1.25

109 142

55～63

325

67

124 229

99

82～80

232

85～93

97～109

55

31

181～188

188

225～243

55

76～77

285

112

64～65

164

126

117～127

167～169

195～197

105～113
77～90

149～158

106～111

135～140

42

238

85

111～153

68

58～67 82 88

91～99

325

77

137 244

107

87～90

232

61～68

107～118

65

55

179～186

182

231～242

39

90～97

286

96

71～82

146

141

115～126

170～173

199～201

93～102
65～78

166～158

103～108

138～141

25

238

86

111～155

67

47～59

1.25

1.0 高橋

舟木町

(仮)永代町

新庄ガード南

駅前一丁目

1.4

1.5

1.54

1.62

1.58

1.59

1.63

1.27

1.32

1.34

1.11

1.2

1.15
1.11 1.05

2.17

1.91

1.04

1.22

1.24

1.25 高橋

舟木町

(仮)永代町

新庄ガード南

駅前一丁目
1.16

1,000～
1,500台増

2,100～
3,600台増

900～
1,300台増

枚方茨木線西向きの交通が、
①東西通り、②茨木松ヶ本
線に転換

枚方茨木線

東西通り

枚方茨木線（中央通り）

東西通り

茨木松ケ本線

・枚方茨木線（中央通り部分）の混雑度は1.16～1.25
・パターン⓪の混雑状況（箇所）から、大きな変化は見られない

1.01

・H27現況再現と比較

・枚方茨木線（中央通り部分）の混雑度は、高い区間で1.0
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参考：交通量推計結果③

パターン②:交通量

パターン②:混雑度

パターン②:交通量増減

1.4

1.5

1.54

1.62

1.54

1.61

1.55

1.3

1.35

1.37

1.15

1.2

1.15
1.08 1.02

2.18

1.91

1.03

1.23

83 89

103～
111327

75

140 233

107

109～111

217

66

107～118

50

64

184～191

185

231～243

38

89～96

287

99

69～80

145

135

117～128

170～172

203～205

94～103
66～80

153～162

102～107

136～139

42

242

88

112～155

66

45～60

1.27

1.27 高橋

舟木町

(仮)永代町

新庄ガード南

駅前一丁目

パターン③:交通量

パターン③:混雑度

パターン③:交通量増減

81 87

89～97

329

77

138 247

111

107～109

194

65～66

145～157

60

31

188～195

184

234～246

40

90～97

287

97

70～82

145

155

125～135

142～148

183～186

111～119
88～98

150～157

94～99

125～127

25

255

93

111～155

69

48～58

1.42

1.5

1.56

1.64

1.38

1.7

1.64

1.33

1.22

1.24

1.05

0.95

0.99
1.05 1.0

2.19

1.91

1.03

1.22

1.3

1.24 高橋

舟木町

(仮)永代町

新庄ガード南

駅前一丁目
1.15

1.18

1,100～
1,800台増

1,300～
3,400台増

600～
3,600台増

・東西通り、茨木松ケ本線だけでなく、
広範囲において、迂回が発生。

・南北方向でも桜通りや川端通りの交
通量が増加。

枚方茨木線

東西通り

枚方茨木線（中央通り）

東西通り

茨木松ケ本線

1,200～
1,600台増

1,200～
2,000台増

600～800台増

枚方茨木線西向きの交通が、①東西通り、
②茨木松ヶ本線に転換しているほか、手前
からの迂回も見られる。

枚方茨木線

東西通り

枚方茨木線（中央通り）

東西通り

茨木松ケ本線

1.03
1.0

1.37

1.12
1.07

400～1,100台増2,900～
4,800台増

2,600 ～
5,200台減

1,900 ～
2,700台減

800 ～
1,500台減

駅
前
太
中
線
（
一
通
）

西
中
条
奈
良
線

1,500台減

4,800台増

700～
2,500台減

1,200台減

900～
1,300台減

八
尾
茨
木
線

川
端
通
り

桜
通
り

800～
2,900台増

800台増

700台増

2,800～
5,500台減

1,500～
3,800台減

・枚方茨木線（中央通り部分）の混雑度は1.18～1.27
・パターン⓪の混雑状況（箇所）から、大きな変化は見られない

・枚方茨木線（中央通り・JR側）の混雑度は1.15～1.24
・枚方茨木線（中央通り・阪急側）の混雑度は1.37～1.38
・パターン⓪の混雑状況（箇所）から、劇的な変化は見られない。
・部分的に悪化（東西通り）や改善（高瀬川通り）している箇所が
見られる。

高
瀬
川
通
り

枚方茨木線

枚方茨木線（中央通り）

東西通り

駅
前
太
中
線
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２－２．幅員構成案①

東向き一方通行化

東向き一方通行化

東向き一方通行化

自転車歩行者通行可歩道
自転車通行レーン

自転車歩行者通行可歩道
自転車通行レーン

●空間形成の方向性
・一方通行化により生まれる空間で、自転車と歩行者の空間分離を実現
・ひと中心のまちなかづくりに向け、歩道幅員や利活用空間をできる限り広く確保（今後、スラロームを検討予定）
・側道部においては、車両の進入を不可とするが、緊急時の迂回を考慮し、フラットな断面構成となるよう自歩道内での自転車レーンを採用

13



２－２．幅員構成案②

自転車歩行者通行可歩道
自転車通行レーン

自転車歩行者通行可歩道
自転車通行レーン

自転車歩行者
通行可歩道

7.0
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２－２．幅員構成案③

東向き一方通行化
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２－２．幅員構成案② 16



参考：幅員構成案根拠資料① 17



参考：幅員構成案根拠資料② 18



参考：幅員構成案根拠資料③ 19
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